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プ
ロ
ロ
ー
グ

「
黒
板
に
刻
ん
だ
母
校
の
思
い
出
」

小
田
燈
籠
ま
つ
り
や
高
校
野
球
の
応
援
団
、

特
産
の
小
田
う
ど
ん
と
銘
菓
ゆ
ず
っ
こ
、

獅
子
舞
、
剣
道
部
の
雄
姿
―
―

教
室
の
黒
板
を
使
い
、
５
日
間
も
か
け
て

生
徒
た
ち
が
描
い
た
小
田
高
校
と
小
田
の
思
い
出
で
す
。

黒
板
ア
ー
ト
は
時
間
を
か
け
て
描
い
た
作
品
が
、

消
さ
れ
て
し
ま
う
儚
さ
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
自
分
が
描
い
た
も
の
や
描
い
て
い
た
時
間
は
、

生
徒
た
ち
の
心
に
い
つ
ま
で
も
残
る
は
ず
。

今
年
５
月
、
小
田
高
校
の
分
校
化
が
決
ま
り
ま
し
た
。

来
年
４
月
に
は
内
子
高
校
の
分
校
に
な
り
ま
す
。

分
校
に
な
る
と
多
く
の
こ
と
が
変
わ
り
ま
す
。

名
前
は
も
ち
ろ
ん
、
校
章
、
校
訓
、

新
入
生
の
制
服
も
変
わ
り
ま
す
。

校
長
先
生
は
い
な
く
な
り
、

教
頭
先
生
が
分
校
長
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。

で
も
、
校
舎
と
校
歌
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

長
い
年
月
を
か
け
て
築
い
て
き
た

小
田
高
の
歴
史
や
誇
り
、

地
域
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
も
―
―

小
田
高
校
の
名
前
が
な
く
な
っ
て
も
、

こ
こ
で
の
思
い
出
や
地
域
へ
の
思
い
は
消
え
な
い
。

生
徒
た
ち
の
黒
板
ア
ー
ト
に
は
、

そ
ん
な
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぼくの夢　わたしの夢

CONTENTS　目次 ＣＯＶＥＲ
―― 表紙の写真 ――
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3 特集　守りたいのは、「ハコ」だけじゃない。　　

まちのニュース　16 三浦雄一郎講演会／内子座特別講演「光垂れーる」　他

うちこ「わ」まつりフォトリポート20
◉高校生の有志が描いた黒板
アートです。完成した絵の前で
応援に来てくれた先生や地域
の人たちと撮った写真です。
　無料アプリ「カタログポケッ
ト」と内子町公式インスタグラ
ム「うちコト」で、制作中の動
画が見られます。

白石　稜
りょうま

真くん　内子小学校６年（内子17）

ゲームプログラマーになって、
楽しい作品をたくさん生み出したい

　夢はゲームプログラマーです。きっかけは、町内で開かれた
「Ｍ

モ ッ ク ア ッ プ

ＯＣＫＵＰプログラミング教室」に参加したことです。パソ
コン一つあればモノづくりができることや、プログラミング言
語の組み合わせ次第でいろいろなものが作れるところに、面白
さと奥深さを感じました。自宅でも自分でゲームを作って、妹
に遊んでもらいました。誰かに楽しんでもらうのがうれしく
て、ゲームプログラマーになりたいと思うようになりました。
まだ平面的な動きのゲームしか作れないので、もっと技術を学
んで、いつか奥行きのある３Ｄゲームに挑戦したいです。
　将来は、マリオで有名な任天堂でゲーム作りをしたいです。
設計書の指示通りにプログラムするだけではつまらないので、
提案もできるプログラマーになって、たくさんの人に楽しんで
もらえるゲームを生み出したいです。
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こ
の
校
舎
に
は
、

　
た
く
さ
ん
の「
コ
ト
」が

　
　
　
詰
ま
っ
て
い
る
ん
だ
―
―

守りたいのは、　「ハコ」だけじゃない。
ODA　High School特集
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学校という「ハコ」を残すだけでは、地域の未来にはつながりません。
大切なのは、生徒たちの学びが充実するということ。
それを実現できる小田地域であるということ――
守るのは学校だけではなく、子どもたちの笑顔と未来、
そして小田高校と地域の人たちとの「つながり」ではないでしょうか。
分校化という地域の現実を突きつけられた今だからこそ、
地域とともにある学校の意義について一緒に考えてみませんか。

守りたいのは、
　　「ハコ」だけじゃない。

－　Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｆｅａｔｕｒｅ　ＯDA　Hｉgh Ｓｃhooｌ －　
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　２年前に小田高校に来て、初めて「オ
ダカン」を見たとき、これは面白いと直感
しました。国や県が求めている新しい時
代の教育に合致するし、生徒たちの学び
に向かう姿勢と成長する姿を見て大きな
可能性を感じたからです。
　講師選定に頭を抱える学校が多い中、
小田高に協力してくれる講師はどんどん
増えています。今居先生の情熱と人間性
もありますが、それを支える周りの先生

全校体制で起業家教育に協力
Interview

1_「オダカン」のコンテスト。全てのグループが発表し、本戦に出場するグループを決める　2_魅力化の取り組みの一つ「ふるさと講師縁」。
小田出身の映画監督・冨永昌敬さんと台本づくりに挑戦　3_生徒が全員参加する「オダカン」の会場の様子　4_町職員のガイドで小田深山
を散策したフィールドワーク　5_タブレットや遠隔授業などのＩＣＴを活用　6_バイオマス発電所など地元企業を訪れて学ぶ

たち、全校体制の協力があるからできて
いることだと思います。講師の皆さんの
多くに「また来たい」と感じさせる生徒
たちも素晴らしいと思います。
　本校は重点努力目標の中に「地域社会
を担うグローカル人材の育成」をうたっ
ています。「最先端」は言い過ぎかもしれ
ませんが、今求められている確かな学力
の育成に向け、しっかりと取り組んでい
ることを多くの人に知ってほしいです。

小田高等学校教頭

菊池　博
ひ ろ き

喜さん

守りたいのは、　「ハコ」だけじゃない。
ODA　High School特集
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ここ数年、分校化の危機に直面していた小田高校。生徒たちの学びを充実させることが
高校の魅力化につながると、地域に開かれた特色ある学校づくりを始めます。その一つ
が「小田高版・起業家教育プログラム（以下、起業家教育）」です。新しい時代で活躍す
るために必要な能力を育む授業は、高校と地域の未来を照らす光となっています。

～高校魅力化への挑戦～

　「
小
さ
な
学
校
で
も
、
面
白
い
学

び
が
で
き
る
こ
と
を
内
外
に
発
信
し

た
い
」と
話
す
の
は
今
居
弘ひ

ろ
ゆ
き幸
先
生
。

平
成
29
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
魅
力

化
推
進
室
の
室
長
で
す
。
同
室
の
主

な
役
割
は
学
校
と
地
域
の
窓
口
。
学

校
と
地
域
、
行
政
な
ど
を
つ
な
げ
る

企
画
を
立
案
し
実
行
し
ま
す
。

　
設
置
の
き
っ
か
け
は
、
世
界
的
企

業
が
集
ま
る
ア
メ
リ
カ
・
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
と
の
遠
隔
授
業
。
小
田
地
域

出
身
の
神
岡
美み

さ
き咲
さ
ん
が
発
案
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ

ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
桝
本
博ひ

ろ
ゆ
き之
学

長
な
ど
の
協
力
で
実
現
し
た
授
業
で

す
。
世
界
と
つ
な
が
る
機
会
が
生
徒

の
視
野
だ
け
で
な
く
、
大
人
た
ち
の

希
望
も
広
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
高

校
魅
力
化
の
柱
と
な
る
推
進
室
が
設

置
さ
れ
、
起
業
家
教
育
の
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
す
。

　
起
業
家
教
育
は
、
起
業
家
を
育
成

す
る
た
め
だ
け
の
教
育
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
探
求

心
、
情
報
を
集
め
分
析
す
る
能
力
、

判
断
力
と
実
行
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
起
業
家
に
必
要

な
資
質
や
新
し
い
時
代
で
も
活
躍
で

き
る
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　
林
業
現
場
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

を
訪
れ
て
地
域
の
現
状
や
課
題
を
学

ぶ「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」や
、
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
の
桝
本
さ
ん
を
は
じ
め
、

世
界
を
知
る
大
人
た
ち
の
話
を
聞
く

「
特
別
講
座
」、ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
全
校
生
徒
で
会
議
す
る「
オ
ダ

カ
ン
」な
ど
、地
域
と
世
界
を
舞
台
に

可
能
性
を
広
げ
る
授
業
は
、
小
田
高

校
の
魅
力
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
筆
す
べ
き
は「
オ
ダ
カ
ン
」
の

取
り
組
み
。
各
学
年
が
協
力
し
て

会
議
を
進
め
、
ア
イ
デ
ア
を
実
行
計

画
に
し
て
発
表
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
で

す
。
堂
々
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
、
大
人
た
ち
が
目
を
見
張
り
ま

す
。「
競
争
」
し
な
く
て
も「
共
創
」

す
れ
ば
、い
い
も
の
が
作
れ
る
―
―
。

田
舎
の
小
さ
な
高
校
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
面
白
い
学
び
は
、
学
校
と
地
域

の
未
来
に
希
望
を
与
え
て
い
ま
す
。

地域の灯を消さないために

　小田高校の魅力化の取り組みは、地域
からの提案で始まりました。小田は土地
柄も人柄もいいので、地域と結びつくこ
とが最大の魅力になると考えています。
地域の人々も積極的に協力してくれま
す。起業家教育などで年間40 ～ 50人の
外部講師が来てくれていますが、多くの
人が無償で授業を引き受けてくれます。

「人づくりに関わることは町の未来への
投資だから」と言ってくれる人もいまし

地域の人たちに育ててもらえる小田高生
Interview

た。生徒たちに「帰ってきて」というの
は簡単ですが、生徒たちが「帰ってきた
い」という思いを醸成できるのは貴重な
機会です。改めて小田高生は地域の人た
ちに育ててもらっていると思いました。
　地域と思いを共有して手を取り合え
ば、学校の先生が変わっても起業家教育
は続けられます。生徒たちの姿を見て、
地域の皆さんにずっと残してほしいと
思ってもらえる高校でありたいです。

小田高等学校魅力化推進室長

今居　弘
ひろゆき

幸さん

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
が
開
い
た
扉

目
指
せ
グ
ロ
ー
カ
ル
（
※
）
な
人
材

（※）地域の「ローカル」と世界の「グローバル」を組み合わせた造語
　　「グローカル人材」は世界的な視点で地域社会に貢献する人材

見
え
て
き
た
光

「オダカン」で発表する生徒
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地
域
に
高
校
が
な
く
な
る
。
本
来
な

ら
大
人
が
背
負
う
課
題
に
、
生
徒
た
ち

も
一
緒
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。「
学

校
や
地
域
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
何
が

で
き
る
か
」
と
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
口

に
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
９
月
に

三
崎
高
校
で
行
わ
れ
た
、
各
学
校
の
地

域
課
題
を
議
論
す
る「
せ
ん
た
ん
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
で
は
、
参
加
し
た
７
校
の

う
ち
、
学
校
の
存
続
を
議
題
に
挙
げ
た

の
は
小
田
高
生
だ
け
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
課
題
を「
自
分
た
ち
ご
と
」

と
捉
え
、
分
校
化
が
決
ま
っ
た
今
で
も

生
徒
た
ち
は
考
え
続
け
て
い
ま
す
。

　　「
も
っ
と
早
く
高
校
魅
力
化
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
た
ら
、
結
果
は
変

わ
っ
て
い
た
か
も
」と
悔
や
む
小
田
高

の
先
生
た
ち
。
地
域
の
大
き
な
課
題
に

正
面
か
ら
向
き
合
う
生
徒
た
ち
を
見
守

り
、
そ
の
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。
石

崎
一か

ず
み水
校
長
は「
分
校
化
は
残
念
だ
け

ど
、
過
程
の
取
り
組
み
に
は
大
き
な
成

果
が
あ
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
人
と
の
つ

な
が
り
や
感
謝
の
心
な
ど
、
都
会
で
は

薄
れ
つ
つ
あ
る
価
値
が
小
田
に
あ
る
こ

と
を
学
び
、
成
長
し
て
い
る
」
と
目
を

細
め
て
話
し
ま
し
た
。

　田舎が嫌で、ずっと都会へ行きたいと思ってい
ました。部活動の剣道では、中学まで一緒に頑張っ
た子たちが別の高校に行ってしまいました。小田
高に入ったことを後悔した時期もあります。そん
な私を変えてくれたのは、熱心な先生たちの姿で
す。縛り付けるのではなく、一人一人の個性を大
切にして伸ばしてくれます。起業家教育の活動で
も個性が大切で、個性があるからこそ、いろいろ
な案が生まれることを学びました。私は２年生の
頃から起業家教育に積極的に参加するようにな
り、そのような活動が好きだと気付きました。地
域を元気にするためのプレゼンテーションやふる
さとＣＭを作りながら、小田のいいところや人々
の温かさに触れ、いつしか小田と小田高校が大好
きな場所に変わりました。
　将来は内子町に残って、地域のために何かしたい
という気持ちが強くなっています。たくさんの出会い
をくれた先生たちに感謝の気持ちでいっぱいです。

　小田高校を選んだのは、中学生の頃は大勢でい
るのが苦手で、学校へ行けないことがあったから
です。生徒数が少なくて寮もあり、遠くからでも
通えることが主な理由でした。でも今は、この学
校に来てよかったと思っています。最初は町外出
身の自分を受け入れてもらえるか心配していまし
たが、杞憂に終わりました。みんな優しくて、すぐ
に友達ができました。授業もＩＣＴを活用したも
のが多く、寮ではみんなで勉強するので成績が上
がりました。想像以上に充実しています。
　起業家教育や生徒会でたくさんの経験を積むこ
とができました。以前は多くの人といることが嫌
だったのですが、今は違います。小田高のみんな
は、困っている人がいたら一人にはしません。苦
しいときにみんなが助けてくれるのがいいところ
だと思います。周りに人がいることを楽しめるよ
うになった小田高校に感謝しています。もうすぐ
卒業と思うと本当に寂しいです。

関
本
　
克か

つ
ま馬

さ
ん

仲
間
と
支
え
合
っ
た
３
年
間
。

小
田
高
に
来
て
本
当
に
良
か
っ
た

坂
本
　
柚ゆ

な奈
さ
ん

大
嫌
い
が
大
好
き
に
―
―

私
を
変
え
た
出
会
い
に
感
謝

守りたいのは、　「ハコ」だけじゃない。
ODA　High School特集

考
え
続
け
る
生
徒
た
ち

生
徒
の
成
長
を
感
じ
て

2019. 12   広報うちこ  9

結果は分校化、でも――
僕らは3年間向き合った結果は分校化、でも――
僕らは3年間向き合った

学校教育も部活動も、分校化も――　結果だけが全てではない。学校存続と向
き合って３年目。３年生になった生徒たちの言葉は、これまでの取り組みが間
違いでなかったこと、起業家教育プログラムの魅力と可能性を教えてくれます。

　小田がすごく好きで、ずっとこのままであって
ほしいと願っています。そのためには小田高校の
存続は欠かせないものでした。分校化が決まり、
地域を守れないかもという焦りと不安を感じま
す。自分一人でも何かできることはないかと考え、
最近は放課後の学校に残って平成17年度以降の
旧小田町のことを調べています。もっと小田地域
や小田高校を知ってもらうために、ウィキペディ
アのページを更新したいからです。
　起業家教育の授業はすごいです。地域の皆さん
が協力して、私たちの考える力や話す力を引き出
してくれます。活躍する人々の仕事や考え方、地
域への思いが直接聞ける特別な授業です。ほかの
学校ではできない経験で、自分の向上心に火が付
きました。一緒に頑張ってきた後輩たちにも、あ
きらめないでと伝えたいです。魅力化の取り組み
を楽しんで、いっぱい学んで、自分たちができる
ことを少しでもいいから続けてほしいです。

　１年生の時に先輩たちのビジネスプランの発表
を聞いて、もっと面白いことを考えたいと興味を
持ちました。３年間、起業家教育の授業を受け、実
践的な学びの場だったと感じています。企画を実
現するためには費用がいるし、人を集めるのも大
変です。実際に仕事や町おこしをしている人の話
を聞いて、課題の解決方法を考えることは、本当
に貴重な体験でした。また、多くの人と関わること
で、小田高校が地域の人々に支えられていること
を実感しました。授業も部活動も、地域の皆さんの
協力で充実しています。だから、地域の火を灯し続
けるのが僕らの役割と思うようになりました。
　「絶対に無理と思うことも、人の心を動かすこと
ができたら実現できる」。起業家教育で心に残って
いる言葉です。自分たちのビジネスプランも実現で
きるかもしれないと、希望を持つことができまし
た。将来、地域の活性化につながる仕事に就いて、
人の心を動かすような企画に挑戦したいです。

永
居
　
泰た

い
せ
い成

さ
ん

地
域
の
灯
を
消
さ
な
い
た
め
に
、

人
の
心
を
動
か
す
仕
事
が
し
た
い

船
本
　
優ゆ

い依
さ
ん

高
校
存
続
は
地
域
の
カ
ギ
―
―

一
人
で
も
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
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／

山田　伊
い お り

織さん（３年）

　小田高校の魅力は、他の学校の手本に
なるような団結力です。伝統ある集団行
動は県内でも有名です。きびきびした行
動や気持ちのいいあいさつは、集団行動
で培っています。分校になっても、今ま
で先輩たちが築いてきた伝統を守りたい
し、後輩たちにも受け継いでほしいです。
　部活動の野球では、チームだけでなく
学校全体の団結力を感じました。一番感

動したのが、夏の大会の小田高生の応援で
した。相手高校に比べると人数は半分以下
なのに、聞こえてくるのは倍以上の声――。
心が一つにそろった声だったので、勇気と
感謝の気持ちが込み上げてきました。地域
の人たちも熱心で、幸せな環境で大好きな
野球に打ち込めました。「小田高校野球部」
としては最後の夏になってしまったけれど、
悔いなく迎えられたことに感謝しています。

小田高校の団結力に感動

自分だけが完璧な動きをしても、きれいな集団行動はできませ
ん。周りを見て、声を掛け合い、息を合わすことが大切。みん
なで作る「最高」の集団行動が、人々に爽やかな風を送ります。

観客が風を感じる
伝統の集団行動

近くに塾がないなら、自分た
ちが力になりたい。親身な先
生たちが生徒の学びを豊かに
します。

体育祭では、前の競技で顔が白くなり、それを落とす間
もなく次の競技へ――。人数が少ないから大変ですが、
それだけ役割と活躍の場、思い出がたくさんあります。

みんなが主役の
体育祭・文化祭

親身な先生

小田高校野球部、最後の夏――
Interview
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魅力化だけじゃない、小田高校の魅力

大森　美
み さ と

里さん（３年）

　県の商業高等学校英語スピーチコンテス
トで最優秀賞を受賞し、１月12日に全国
大会に出場することが決まりました。地
元の人たちが「小田高校ってすごいね」と
言ってくれて、うれしいです。受賞は親身
に教えてくれる先生たちのおかげです。
忙しい中、放課後も昼休みも時間を割い
て指導してくれました。全国での入賞は
難しいですがベストを尽くします。

　小田高校のいいところは、先生と生徒の
距離が近いことです。一人一人の個性を把
握し、的確なアドバイスをくれます。熱心な
先生ばかりで、進学を希望する生徒には徹
底的に試験対策に付き合ってくれます。そ
の姿からもたくさんのことを学び、ここで
過ごせたこと自体が価値のあることと気付
きました。大学に行っても一生懸命頑張っ
て、先生たちの思いに応えたいです。

先生との二人三脚だから頑張れた

分校になっても、
　　　きっと変わらない。

小田高校で初めての快挙

授業や祭りで地域の人々と交
流する機会が多い小田高生。
地域の人たちも温かく活動を
見守ってくれます。

地域との交流

少人数でも応援では負けない。一人一人の思いが選
手を後押しします。頑張る人はみんなで応援する。
困っている人はみんなで助ける。その優しさは分校
になっても、きっと変わりません。

野球部最後の夏
全員・全力の応援が
選手の胸を熱くする

守りたいのは、　「ハコ」だけじゃない。
ODA　High School特集

Interview
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　武田さんとの縁で愛媛県での活
動が始まり、そこで今居先生と出
会い、小田高校での授業が実現し
ました。先生の「３年間、起業家教
育プログラムを頑張った生徒たち
へのご褒美にしたい」というすて
きな思いを受け取り、楽しい授業
になるよう頑張りました。
　小田高校のみんなが素直で明る
くて、びっくりしました。おむす
びを提供する時間になると、授業
のない先生が集まって、一緒にお
むすびをむすんでくれて、小さな
学校だから築ける温かい空間なの
かなと感動しました。
　私は「おむすび」という、誰に
とっても身近な食べ物を真ん中
に、改めて自分の町を誇りに思っ
たり、いろんな世代の人がつな
がったり、食の大切さに気付いて
もらったりしたら、という思いで
活動しています。今回もいろんな
縁がつながりました。ここからま
たどんな風に縁がつながっていく
か楽しみだし、みんなにも大切に
育ててもらえたらうれしいです。

　小田獅子舞保存会で高校生に獅
子舞と太鼓を教えています。町外
から来た１年生も参加するので、地
域の人との交流の場にもなってい
ます。祭り当日や文化祭などで生
徒が舞うときは、みんなで見に行き
ます。獅子舞をやってくれた子は、
やはりかわいいもんです。
　獅子舞は踊りを継承するだけで
なく、思いもつなぎます。先輩たち
に教わることで、地元のことや世代
間の関りなど、いろんなことをひっ
くるめた「思い」が伝わります。そ
の思いさえ継承できたら、カタチは
変わってもいいのかもしれません。
　学校存続の課題も根っこは同じ。
思いをつなぐために、諦めないこと
が大切です。それを教えてくれたの
は小田高校の生徒たちです。大切
なことをきちんと教えてもらい、地
域での活動も一生懸命。私もまだ
まだ頑張ろうという気持ちになり
ます。青春真っ盛りの純粋な気持
ちで、この地域の素晴らしさを体感
してほしいです。私たちもずっとそ
のお手伝いをしたいと思います。

　起業家教育に地域おこし協力隊
として参加し、生徒たちにビジネス
のアドバイスなどをしました。僕を
含め、いろんな種類の大人が生徒
たちとつながることが、この授業の
面白いところ。先生や親が歩んで
きた道以外の社会に触れることで、
新しいことに挑戦する力が湧いて
くると思います。　
　僕の高校生時代は、悪いイメー
ジが先立ち、挑戦を諦めることが
多かったように思えます。「無理」
と思ったらそこから前には進めま
せん。「失敗してもいいから、無理
と言わずにやってみることが大切」
と大学生時代に経験しました。
　生徒のみんなは起業家教育でた
くさんの壁にぶつかったと思いま
す。そこで無理という言葉を飲み
込んで、仲間と一緒に解決策を考
える――　そんな勉強ができるの
は本当にうらやましいことだと思
います。社会に出ても小田高校で
経験したことを忘れず、自分を諦め
ないで、たくさんの道を切り開いて
ほしいです。

小田高校の温かさに感動
すてきな出会いに感謝

伝えたいのは祭りの楽しさ
そして、地域への思い――

小田高での学びを忘れず
自分の未来を開いてほしい

旅
す
る
お
む
す
び
屋

菅
本
　
香か

な菜
さ
ん

小
田
獅
子
舞
保
存
会
会
長

冨
永
　
吉よ

し
ひ
ろ宏

さ
ん

地
域
お
こ
し
協
力
隊

武
田
　
惇し

ゅ
ん
す
け奨

さ
ん

守りたいのは、　「ハコ」だけじゃない。
ODA　High School特集
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お
結
び
―
―
。
　

　
人
と
人
と
の

　
　
つ
な
が
り
を
結
ぶ
場
所

　
11
月
５
日
、
３
年
生
の
起
業
家
教

育
の
最
後
の
授
業
。
今
居
先
生
が
用

意
し
た
の
は「
お
む
す
び
」
の
授
業

で
し
た
。
講
師
は
、「
旅
す
る
お
む

す
び
屋
」
に
な
る
夢
を
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
か
な
え
た
菅
本

香
奈
さ
ん
。
お
む
す
び
仲
間
を
募
っ

て
全
国
各
地
を
旅
し
て
い
ま
す
。

　
今
居
先
生
は「
こ
の
授
業
は
本
来

な
ら
、
な
か
っ
た
授
業
。
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
学
び
た
い
と
い

う
生
徒
が
い
て
、
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ

で
協
力
隊
の
武
田
さ
ん
か
ら
菅
本
さ

ん
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
最
後
に

生
徒
と
地
域
の
人
と
が
結
ん
だ
、
特

別
な
授
業
が
で
き
て
う
れ
し
い
」と

明
か
し
ま
す
。

　
あ
る
生
徒
が「『
出
会
い
が
大
事
』

は
今
居
先
生
の
好
き
な
言
葉
。
私
た

ち
に
そ
れ
を
実
感
さ
せ
た
く
て
、
た

く
さ
ん
の
人
と
つ
な
げ
て
く
れ
る
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
人
口
が
少
な
く
て
も「
人
交
」
が

多
け
れ
ば
、
生
徒
た
ち
の
豊
か
な
学

び
に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
に
根
差

し
て
活
躍
す
る
人
、
広
い
世
界
に
羽

ば
た
い
て
地
域
に
思
い
を
は
せ
る

人
、
夢
を
か
な
え
た
人
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
出
会
う
こ
と
で
、
生
徒
た
ち

は
多
く
の
選
択
肢
を
見
つ
け
、
自
分

や
地
域
の
未
来
を
主
体
的
に
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
こ
の

小
田
高
校
の
生
徒
た
ち
を
大
き
く
成

長
さ
せ
、
広
い
世
界
に
羽
ば
た
か
せ

た
い
―
―
。
そ
う
願
う
人
た
ち
が
こ

こ
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

年
間
40
〜
50
人
も
の
外
部
講
師
が
授
業
を
す
る
小

田
高
校
。
そ
の
出
会
い
が
生
徒
た
ち
に
新
し
い
扉

が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
講
師
を

し
た
皆
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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先生、地域の皆さん、

いつも見守ってくれてありがとう。

志を果たしに、いつの日にか戻ってきたい

守りたいのは、
　「ココ」にある笑顔と未来。

－　Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｆｅａｔｕｒｅ　ＯDA　Hｉgh Ｓｃhooｌ －　
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小田高生のみんな、

ここで学んだことに自信を持って、

　しっかりと人生を歩んでほしい――

　
16
～
18
歳
と
い
う
多
感
な
時

期
に
、
教
科
書
だ
け
で
な
く
地

域
に
向
き
合
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
は
、
地
域
に
と
っ
て
は
本
当

に
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
生
徒
た

ち
が「
帰
っ
て
き
た
い
」
と
思

え
る
時
間
を
、
地
域
の
人
々
と

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

そ
の
時
間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ

ど
、
地
域
の
未
来
の
力
に
な
る

は
ず
で
す
。

　
最
後
に
魅
力
化
推
進
室
長
の

今
居
先
生
は
言
い
ま
す
。「
君

た
ち
の
学
び
は
面
白
い
。
そ
れ

は
分
校
に
な
っ
て
も
変
わ
ら

な
い
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
や

人
々
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
、
こ
の
先
に
あ
る
最
高
の
人

生
に
出
会
っ
て
ほ
し
い
」と
。

　
小
田
か
ら
出
て
い
く
子
も
小

田
の
子
。
小
田
に
来
て
く
れ
る

子
も
小
田
の
子
。
寮
生
で
も
お

客
さ
ん
扱
い
じ
ゃ
な
く
、
地
域

の
子
と
し
て
扱
っ
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
土
地
柄
と
人
柄
の
よ

さ
が
、
生
徒
の
す
て
き
な
笑
顔

を
引
き
出
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
笑
顔
と
思
い
出
、
学
び
と
伝

統
、
生
徒
と
地
域
の
未
来
。
た

く
さ
ん
の
コ
ト
が
詰
ま
っ
た
小

田
高
校
を
、
い
つ
ま
で
も
大
切

に
思
っ
て
ほ
し
い
―
―
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オ
フ
ロ
ー
ド
で
行
う
自

転
車
競
技「
第
７
回
小
田
川

シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
in
う
ち
こ
大

会
」
が
10
月
27
日
、
豊
秋
河

原
で
開
か
れ
ま
し
た
。
年
齢

別
や
熟
練
度
別
の
７
つ
の
部

門
、
チ
ー
ム
で
参
加
で
き
る

耐
久
レ
ー
ス
に
延
べ
２
１
５

人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ

合
い
を
楽
し
む
生
徒
た
ち

小
田
川
の
河
川
敷
を
自
慢
の
愛
車
で
疾

走
す
る
選
手
の
皆
さ
ん

河
川
敷
を
駆
け
抜
け
る
風
に
な
れ
―
―

「
小
田
川
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
in
う
ち
こ
大
会
」

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
学
ぶ
、
命
の
尊
さ

内
子
中
で「
内
子
町
い
の
ち
の
授
業
」

　「
内
子
町
い
の
ち
の
授
業
」

が
11
月
15
日
、
内
子
中
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
年
生

79
人
が
参
加
し
、
有
志
の
母

親
と
赤
ち
ゃ
ん
24
組
と
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
母
親
た
ち
に

子
育
て
の
話
を
聞
い
た
り
、

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
り

し
て
、
小
さ
な
命
の
尊
さ
や

親
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
し
た
。
３
年
１
組

の
正
岡
花か

え
で楓

さ
ん
は「
思
っ

て
い
た
以
上
に
赤
ち
ゃ
ん

は
柔
ら
か
く
温
か
か
っ
た
。

泣
き
出
し
て
も
お
母
さ
ん
が

抱
っ
こ
す
る
と
泣
き
止
む
の

で
、
お
母
さ
ん
の
力
は
す
ご

い
と
感
じ
た
」
と
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

楽
器
や
図
書
を
寄
付
し
た
上
杉
夫
妻
へ

感
謝
の
思
い
が
伝
わ
る「
音
楽
発
表
会
」

　
町
内
の
小
・
中
学
生
が
合

唱
や
演
奏
を
披
露
す
る「
第

15
回
内
子
町
音
楽
発
表
会
」

に
合
わ
せ
て「
上
杉
誠せ

い
い
ち一

氏

感
謝
状
贈
呈
式
」が
11
月
６

日
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
ス

バ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
杉
誠
一
夫
妻
か
ら
は
毎

年
、
小
中
学
校
の
図
書
や
楽

器
購
入
の
た
め
の
寄
付
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
児
童
・

生
徒
の
演
奏
や
合
唱
で
、
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
と

音
楽
発
表
会
に
合
わ
せ
て
来

町
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
各
校
の
吹
奏
楽

部
や
児
童
・
生
徒
の
代
表
な

ど
が
全
21
曲
を
披
露
。
楽
器

と
歌
声
を
響
か
せ
て
、
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
上
杉
さ
ん
は「
心
に
届
い

た
演
奏
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ

な
い
。
成
果
が
発
揮
で
き
る

よ
う
、
思
う
存
分
練
習
し
て

ほ
し
い
。
皆
さ
ん
の
演
奏
す

る
姿
や
笑
顔
を
見
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
」と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

上_素晴らしい演奏を聞かせてくれた児童たち　下_稲本
隆
たかとし

壽町長から上杉夫妻に感謝状が手渡された

●日時　12月７日（土）・８日（日）
▷７日　午前10時～
▷８日　午前８時30分～
●場所　豊秋河原

【問い合わせ】
建設デザイン課　管理係
☎０８９３（４４）６１５７

シクロクロス全日本選手権大会

最
高
峰
の

選
手
が
集
う

お知らせ
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戸
惑
い
な
が
ら
も
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ

合
い
を
楽
し
む
生
徒
た
ち

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
学
ぶ
、
命
の
尊
さ

内
子
中
で「
内
子
町
い
の
ち
の
授
業
」

ス
バ
ル
20
周
年
の
新
た
な
輝
き
―
―

冒
険
家
・
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
の
講
演
会

　
内
子
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
ス
バ
ル
の
開
館
20
周
年

を
記
念
し
た「
三
浦
雄ゆ

う
い
ち
ろ
う

一
郎

講
演
会
」
が
10
月
26
日
、
同

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
浦

雄
一
郎
さ
ん
は
世
界
的
に
有

名
な
冒
険
家
で
、
80
歳
で
エ

ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
す
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
記
録

を
樹
立
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
演
は
三
浦
さ
ん
と

親
交
の
深
い
、
旧
小
田
町
出

身
の
画
家
・
城
本
敏と

し

ゆ

き

由
樹
さ

ん
の
尽
力
で
実
現
。
城
本
さ

ん
は「
開
館
20
周
年
の
節
目

に
何
か
貢
献
し
た
か
っ
た
。

大
勢
の
人
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
大
変
う
れ
し
い
」
と
思
い

を
語
り
ま
し
た
。

　
三
浦
さ
ん
は
引
退
後
の
苦

難
、
復
活
ま
で
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
話
な
ど
を
交
え
な
が

ら
、「
夢
や
希
望
を
持
つ
と

不
思
議
な
力
が
出
る
。
エ
ベ

レ
ス
ト
に
登
る
方
法
は
、
小

さ
な
一
歩
を
繰
り
返
す
だ

け
。
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
夢

は
か
な
う
」と
、
約
５
５
０
人

の
観
客
に
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
し
た
。

上_「90歳でモンブランに登る」と語る三浦さん
下_講演後、城本さん（左）と固い握手を交わした

楽
器
や
図
書
を
寄
付
し
た
上
杉
夫
妻
へ

感
謝
の
思
い
が
伝
わ
る「
音
楽
発
表
会
」

滞
アーティスト・イン・レジデンス

在型創作活動で輝いた舞台
内子座特別公演「光垂れ～る」

　
劇
団
オ
ー
ガ
ン
ス
と
ぽ
こ

ぽ
こ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
内
子
座

特
別
公
演「
光
垂
れ
～
る
」が

11
月
10
日
、
内
子
座
で
開
か

れ
ま
し
た
。
ぽ
こ
ぽ
こ
ク
ラ

ブ
の
５
人
は
約
１
カ
月
間
、

内
子
町
に
滞
在
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
出
演
者
選

び
を
は
じ
め
、
脚
本
や
舞
台
、

演
出
な
ど
、
一
か
ら
舞
台
演

劇
を
創
り
ま
し
た
。

　
公
演
は
町
内
業
者
の
協
力

で
作
ら
れ
た
舞
台
装
置
、
迫

力
あ
る
ダ
ン
ス
、
生
と
死
の

意
味
を
問
う
深
い
物
語
な

ど
、
見
ど
こ
ろ
が
満
載
。
感

動
の
舞
台
に
、
来
場
し
た

５
５
０
人
の
観
客
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
劇
団
オ
ー
ガ
ン
ス
代
表

の
徳
田
幸こ

う
じ治
さ
ん
は「
大
変

だ
っ
た
け
れ
ど
、
み
ん
な
晴

れ
や
か
に『
楽
し
い
』と
言
っ

て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
。
多
く
の
人
々
の
協
力

と
、
近
所
の
人
の
温
か
な
目

の
お
か
げ
で
で
き
た
舞
台
。

ぽ
こ
ぽ
こ
ク
ラ
ブ
も
内
子
を

好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

1_格好いい音楽とダンスが観客を魅了　2_公演前にも楽し
い芝居前説で会場を盛り上げる　3_懐かしいドラマを連想
させるシーンで会場の笑いを誘う　4_圧巻のクライマックス
5_公演後のトークショーで１カ月の苦労などが語られた

1

3

2

4

5



うちこ往来
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青空の広がる内子東自治センターで
食欲の秋と文化の秋を一緒に堪能

　「内子東自治センターまつり」が11月17日、同自治セ
ンターで開かれました。管内の６自治会がうどんや焼き
そば、地域の野菜などを販売したほか、屋内では文化作
品が展示されました。初参加の「トム３＆キャサリン」はジャ
グリングとバルーンアートを披露し、会場を沸かせました。
同自治センター長の藤岡伸

しんいち

一さんは「秋晴れの最高な１
日。例年以上の来場者でにぎわった」と喜びました。

貴重な資料の一つ一つを学芸員が丁寧に説明

内子自治センター開館15周年を記念して
地域の偉人、髙畑誠一の生涯と功績を顕彰

　特別企画展「髙
たかはたせいいち

畑誠一の軌跡を辿る」の展示解説会が
11 月 17 日、同展示会場で行われ、町内外から 12 人が
参加しました。会場には愛用したステッキや学生時代の
写真や卒業論文など、貴重な資料の数々が並んでいます。
参加者は学芸員の説明に耳を傾けながら、髙畑氏の生涯
や、その功績に思いをはせていました。企画展は 12 月
８日まで。最終日は内子座でシンポジウムもあります。

次々と生まれるバルーンアートに大喜び

　「Ｍ
み そ ぎ

ＩＳＯＧＩフットサル」が 11 月 17 日、旧御祓小学
校体育館で開かれました。御祓地区を盛り上げようと、
町内外から８チーム 65 人が参加。みんなで楽しむこと
をモットーに、大人と子どもが一緒になって汗をかいて
いました。今回は「みそぎの里」も協力し、カレーバイ
キングなどを提供したほか、優勝賞品を棚田米 30㌔に
するなど、御祓地区の魅力を存分に味わえる大会でした。

体育館に響く笑い声は御祓の元気
アットホームなフットサルイベント

力強い演奏で内子町の飛躍を後押し

大人相手に果敢に攻める子どもたち

新内子町から真の内子町へ――
ジャズで祝う合併15周年

　内子町合併 15 周年を記念した「内子座ジャズコンサー
ト」（同実行委員会主催）が 11 月 17 日、内子座で開かれ
ました。発起人は旧 3 町の元町長の皆さんで、元内子
町長の河内紘

こういち

一さんが「ジャズのリズムに乗って、内子
町がますます良い町になってほしい」とあいさつ。創部
50 年以上の歴史を持つ早稲田大学ニューオルリンズジャ
ズクラブが、力強い音色を内子座に響かせました。

◉「うちこ往来」は身近な町の情報を伝えるコーナーです。皆さんからの情報を
　お待ちしています。　　　総務課　広報・広聴係　☎０８９３（４４）６１５１

広報うちこ   2019. 12 18

　県指定天然記念物・乳出の大イチョウの紅葉を楽し
む「中川イチョウ祭り」（中川自治会主催、倉田繁

しげもり

盛会長）
が11月10日、三島神社で開かれました。イチョウ餅や銀
杏入りの山菜おこわなどを求めて、約250人が来場。推定
樹齢1200年といわれる大イチョウの下で舌鼓を打ちまし
た。倉田会長は「イチョウがまだ色づき始めだったけれ
ど、多くの人と交流できてよかった」と喜びました。

樹齢1200年の大木の下で
紅葉と銀杏を味わう「中川イチョウ祭り」

　恒例の「内子100円商店街」（内子まちづくり商店街協
同組合）は11月10日、内子町本町商店街で開かれました。
各商店の自慢の品々や、わなげや芋すくいなど子どもた
ちも遊べる100円商品がズラリと並び、多くの客でにぎ
わっていました。帰省中に来場した大本彩

あ や か

加さん＝東温
市＝は「安くておいしいものがたくさんあるし、小さい子
も一緒に楽しめるのがいい」と笑顔で話しました。

100円で買える「おいしい」「楽しい」
「内子100円商店街」に3,000人

銀杏をふんだんに使った郷土料理が大人気

くじ引きで回数を決める芋すくい。３回が出たら大当たり

「こりゃ重い！」。ビッグなカボチャにびっくり

　秋の里山の味覚が楽しめる「長田食の文化祭」（長田
自治会主催、太田利

と し え

栄会長）が 10 月 27 日、お山の学校
ながたで行われました。釜揚げうどんや団子汁などの郷
土料理が提供された他、柿の詰め放題やかぼちゃの重量
当てクイズなどの楽しい企画が満載。毎年来ているとい
う来場者は「全部の料理を食べた。団子汁は懐かしい味
だった。来年も楽しみ」と満足そうにほほ笑みました。

里山の食の魅力がぎっしり――
おいしさと懐かしさで心を満たす文化祭

　公開企画展「記憶の中の旧二宮幸
こ う み

巳邸」（愛媛大学社会
共創学部井口梓

あずさ

研究室主催）が 11 月２～４の３日間、
旧二宮邸で開かれました。同研究室では平成 29 年から
二宮製材所の元従業員や住民への聞き取り調査などを行
い、その成果の一部を展示しました。林業振興に貢献し
た二宮氏や森林鉄道に関する記録が紹介され、来場した
約 450 人が懐かしそうに展示に見入っていました。

愛大生が地域と協働で旧二宮邸を活用
小田の林業の歴史を伝える公開企画展

建物内部も一般公開され、多くの人が訪れた



6_ （五）香ばしく焼けた小田川の天
然アユ　7_ （柿）今年もおいしく
実った大瀬の柿を手に、笑顔でポー
ズ　8_ （石）体を引き寄せて、竹の
レールの上を仲良く滑走　9_（石）

アメノウオが泳ぐ釣り堀で、じっと
当たりを待つ　10_ （う）内子町並み
エコーの皆さんが、美しい歌声を披露
11_ （う）文化協会員の力作に見入る
来場者　12_ （小）寒さも忘れて魚
を追いかける　13_ （立）祭りの開
始に合わせて、半鐘を打ち鳴らす　
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11
月
３
日
、
内
子
町
内
各
地

の
文
化
祭
と
農
業
祭
を
つ
な
ぐ

「
う
ち
こ
わ
ま
つ
り
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

例
年
２
日
間
に
分
け
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

全
会
場
が
同
日
開
催
。
う
ち
こ

文
化
祭
、
石
畳
水
車
ま
つ
り
、

立
川
地
区
文
化
産
業
祭
、
五
十

崎
文
化
祭
、
大
瀬
農
業
祭
柿
ま

つ
り
、
小
田
の
郷
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
の
６
会
場
を
、
無
料
巡
回

バ
ス
で
結
び
ま
し
た
。

　

実
り
の
喜
び
を
分
か
ち
合

い
、
芸
術
の
秋
を
彩
る
郷
土
色

豊
か
な
会
場
の
様
子
を
、
写
真

で
紹
介
し
ま
す
。
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7_ （五）和太鼓集団「和達」の迫力ある演奏。内子ストリートダンスクラブが切れのあるダンスを披露

う
ち
こ「
わ
」ま
つ
り

フ
ォ
ト
リ
ポ
ー
ト
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【写真の説明】
（う）_ うちこ文化祭
（石）_ 石畳水車まつり
（立）_ 立川地区文化産業祭

（柿）_ 大瀬農業祭柿まつり
（小）_ 小田の郷ふるさとまつり
（五）_ 五十崎文化祭

1_ （立）よさこいチームのほろろ一座「志絆」が、華麗な舞で会場を彩った

5_ （五）和太鼓集団「和達」の演奏が、会場に人の「わ」を広げる

６

７８
10

11

1213
2_ （小）至真流錬舞館小田支部による白虎隊3_ （柿）笑顔で手作り菓子の販売4_ （石）大人気の石畳そば

９
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おめでとう はじめてのバースデー
HAPPY BIRTHDAY

12月に満１歳になる子どもたちを紹介します。

青
木

　紗す
ず
と杜

く
ん

　上
村

性
格
は
天
真
爛
漫
、
趣
味
は
ス
ク
ワ
ッ

ト
、い
つ
も
全
力
お
す
ず
ち
ゃ
ん
！

12.13 松
本

　翔し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
く
ん

　東
沖

早
く
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
公
園
に

行
き
た
い
な
！

12.11

大
川

　咲さ
く

く
ん

　内
子
15

毎
日
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
！

　好
奇

心
旺
盛
で
、
な
ん
で
も
味
見
す
る
よ
☆

12.14

松
浦

　結ゆ

な菜
ち
ゃ
ん

　内
子
19
第
１

食
べ
る
こ
と
大
好
き
！

　い
た
ず
ら
大

好
き
！

　わ
ん
ぱ
く
ガ
ー
ル
で
す
♡

12.9

\今月
の食改さん/

渡邉　壱
いっせい

星くん　内子13
ねぇね大好き！　いっぱい遊ぼう
ね！！

12.28

宮岡　明
あ き

輝ちゃん　内子20
１歳おめでとう！　たくさん食べて、
お姉ちゃんといっぱい遊んでね！

12.13

「はじめてのバースデー」への
掲載案内は、誕生月の前々月上
旬にお送りしています。

ぜひ、応募してください。

　今回は「＃うちコト」を付けて投稿して
くれた中から、内子の秋を切り取った写
真を２つ紹介します。

龍王公園の展望台の近くにあるイ
チョウ並木。地面まで黄金色に染
まって、きれい。

yuyuyo12さん

INSTAGRAM

内子のいいとこ「うちコト」
＼みんなが見つけた／

uchikoto_of f icial
ＱＲコードをスキャン
すると簡単にアカウ
ントを見られます。

小田深山渓谷で見つけた秋。紅
葉の一つ一つは、小さな葉っぱ
なんだね。

naomipurasu2さん

な

ろ
ば

ひ

み
ん

の

FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ

季節の一皿
SPECIAL DISH
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山
岡

　弘ひ
ろ
し

さ
ん
（
51
） 

 

＝
本
町
＝

　
33
年
前
、「
飲
食
店
で
働
け
ば

食
い
っ
ぱ
ぐ
れ
る
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
思
い
で
、
大
阪
の
寿
司
屋

に
就
職
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
古

い
習
慣
が
残
る
職
人
の
世
界
の

修
業
は
、
大
変
厳
し
い
も
の
で
し

た
。
30
歳
を
機
に
帰
郷
を
決
意
し

た
矢
先
、
真
面
目
に
修
業
し
た
ご

褒
美
か
、
今
の
妻
と
大
阪
で
出
会

い
、
五
十
崎
と
東
京
の
遠
距
離
恋

愛
が
始
ま
り
ま
し
た
。
12
年
後
に

結
婚
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
東
京

に
彼
女
が
い
る
と
言
う
と
、
友
人

に「
お
前
、
だ
ま
さ
れ
て
な
い
か
」

と
、
よ
く
か
ら
か
わ
れ
た
も
の
で

し
た
。

　
五
十
崎
に
戻
っ
て
十
数
年
後
、

50
歳
と
い
う
人
生
の
節
目
を
前
に

一
念
発
起
。
地
元
の
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
店
に
し
た
い
と
思

い
、
自
宅
を
和
食
店
に
改
装
し
、

念
願
の
独
立
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
開
店
し
て
初
め
の
年
に
、
全
く

縁
が
な
か
っ
た
地
元
の
秋
祭
り

に
、
常
連
の
人
か
ら
誘
わ
れ
る
ま

ま
初
参
加
。
雨
の
中
、
町
内
を
駆

け
回
り
、
翌
日
は
体
が
ボ
ロ
ボ
ロ

に
な
り
ま
し
た
。
翌
年
の
秋
祭
り

で
は
、
50
歳
に
し
て
初
め
て
の
ダ

イ
バ
ン
を
経
験
。
最
近
の
ダ
イ
バ

ン
は
優
し
い
で
す
が
、
自
分
の
幼

い
こ
ろ
の
ダ
イ
バ
ン
の
怖
か
っ
た

こ
と
―
―
。
私
は
心
で
謝
り
な
が

ら
泣
く
子
を
抱
き
、
年
配
の
人
に

は
肩
や
腰
を
た
た
い
て
回
り
ま
し

た
。
疲
れ
ま
し
た
が
、
達
成
感
と

高
揚
感
は
不
思
議
な
ほ
ど
心
地
良

く
残
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
、

み
ん
な
が
気
安
く「
弘ひ

ろ
し

さ
ん
」
と

名
前
で
呼
ん
で
く
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
が
な
ん
だ
か
と
て
も
居
心
地

良
く
感
じ
た
の
で
す
。
や
っ
と
地

元
に
根
が
張
れ
た
よ
う
な
気
が
し

て
―
―
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
で
す
。
葉
が
茂
り
、
木
陰
に

集
え
る
木
の
よ
う
に
、
私
も
店
も

な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
次
は
、
泉
未み

は
る晴
さ
ん
＝
大
岡
＝
に

　お
願
い
し
ま
す
。

①白菜はざく切りにして茹で、水
　気を絞る。
②ボウルに水気を絞った白菜とツ
　ナ、かにかまぼこを入れ、軽く混
　ぜ合わせる。
③Ⓐの調味料を加え、混ぜ合わせ
　て、器に盛り付けたら完成。

●作り方

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

白菜のおかかあえ

白菜400㌘／かにか
まぼこ1/2本／ツナ
１缶／Ⓐかつお節６
㌘、いりごま大さじ
２、しょうゆ大さじ
1/2、ゆず1/2個、ご
ま油小さじ１

●材料（４人分）

\今月
の食改さん/

監修　内子町食生活改善推進協議会

宮下　琴
ことみ

美さん
＝内子 11 ＝
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① 貴重な櫨の染料で、すてきな染め物
体験をしよう。「○○○○○●○○
○○○」㏌木蝋資料館上芳我邸
② ぜひ応募してください。「●○○○○

○○」削減アイデアコンテスト
③ 新年のごあいさつを一堂で――。「○

○○●○○○○○」のご案内
④ 寒い冬に危険な「○○○●○○○」
を予防しましょう
⑤ 読書活動研究集会で、「○○○○○

○●○○○」の入賞者を表彰
⑥ 「○●○」開館20周年を記念して、
冒険家の三浦雄一郎さんが講演

「広報うちこ」12月号を読んで、①～⑥
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：12月31日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」２月号

食品ロス削減
アイデアコンテスト

答え「ころもがえ」　正解数30
◦宇都宮美知子さん（内子14）
◦竹本　芳子さん　（内子18第２）
◦松田　華恋さん　（内子19第１）
◦大本　れいさん　（田中）
◦田中恵美子さん　（河内５）
◦本山　幸恵さん　（鳥越）
◦伊達　礼翔さん　（上宿間）
◦伊達喜代子さん　（小田上）
◦池田万里央さん　（大洲市）
◦木下麻莉子さん　（神奈川県）

●10月号当選者の皆さん

□役場で井戸水の水質検査
はできますか。（60代男性）
■役場が水道水以外で飲み
水の検査を行うことはあり
ませんが、委託する検査業
者に検体を送ることはでき
ます。専用のボトルに水を
入れて役場まで持参してい

ただくなど、いくつかお願
いすることがありますので、
詳しくはお問い合わせくだ
さい。なお、検査に係る費
用は自己負担になります。

【問い合わせ】
上下水道対策班
☎０８９３（４４）６１５８

　
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら

れ
る
食
品
の
こ
と
を「
食
品
ロ
ス
」

と
言
い
ま
す
。
国
内
年
間
食
品
ロ

ス
量
は
約
６
４
0
万
㌧
で
、
日
本

人
1
人
当
た
り
毎
日
茶
碗
1
杯
分

も
の
食
品
ロ
ス
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
食
品
ロ
ス
の
多
く
は
可
燃

ご
み
と
し
て
処
理
す
る
の
で
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
増
加
や
焼

却
灰
の
埋
め
立
て
に
よ
る
環
境
負

荷
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

《
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
》

　
食
品
ロ
ス
削
減
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
食

品
ロ
ス
削
減
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

募
集
内
容
　
実
際
の
取
り
組
み

を
対
象
と
し
た「
実
践
部
門
」

と
、
取
り
組
み
を
提
案
す
る

「
ア
イ
デ
ア
部
門
」の
2
部
門

● 

対
象
者
　
町
内
在
住
の
個
人
ま

た
は
町
内
の
団
体

● 

応
募
期
限 

２
年
１
月
31
日（
金
）

● 

応
募
方
法
　
環
境
政
策
室（
本

庁
）、
内
子
分
庁
、
小
田
支
所
、

各
自
治
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て

い
る
応
募
用
紙
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　 w
w

w
.tow

n.uchiko.ehim
e.

jp/soshiki/10/syokuhinrosu.
htm

l

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
9

℻
０
８
９
３
（
４
３
）
１
９
１
２

　

 kan
kyo

-seisaku
@

to
w

n
.

uchiko.ehim
e.jp

井戸水などの水質検査について

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD

内子町の人☆キラリ
TOWN'S  STAR
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歴史を感じた日

　10月22日に執り行われた「即
位礼正殿の儀」を、テレビ中継で
見ました。テレビでとはいえ、日
本の歴史的な日に立ち会えてうれ
しかったです。
　私は日本学修士号を取得する過
程で、日本史や歴代の天皇につい
て学びました。でも今回は、儀式
をリアルタイムで見ることができ
て、講義や教科書では学べない感
動を味わうことができました。放
送の中で「勾

まがたま

玉」や「天
あめのむらくものつるぎ

叢雲剣」、
「笏
しゃく

」、「高
たかみくら

御座」といった難しい言
葉もたくさん出てきましたが、ふ
りがな付きの字幕を目で追いなが
ら頑張って辞書を引いて調べまし
た。これまで身に付けてきた知識
を、さらに深めることができたと
思います。

　ドイツにも貴族はいますし、
ヨーロッパには有名な王族も
います。しかし、2000年以上の
歴史を持っているのは日本の天皇
家だけ。天

あまてらすおおみかみ

照大神から天皇へと続
く神話も、外国人にとっては非常
に興味深いものです。実は上皇上
皇后両陛下のことはドイツ人もよ
く知っていますし、新たに即位さ
れた天皇皇后両陛下についても、
ドイツでたびたびニュースになっ
ています。
　30年前にベルリンの壁が崩壊
した時に、私はドイツの歴史の中
心にいました。そして今年、「令
和」という日本の新しい時代の始
まりを経験できました。さて、次
はどんな歴史的な日に立ち会える
のか、わくわくしています。

国際交流員

ドレーン・アルント
Doreen Arndt

　「第 67 回全日本吹奏楽コンクール愛媛県大会」が
８月２日、松山市民会館で開かれ、内子中学校吹奏
楽部が中学校Ｂ部門（演奏者 20 人以下）で５年ぶ
りの金賞に輝きました。演奏した曲は、バッハ作曲
の「シャコンヌ」。副部長の宮田華

かな み

波さんが「練習
してきたことを信じて、納得の演奏ができた。言葉
にならないくらい感動した」と話すと、部長の清水
未
みらい

来さんは「金賞発表の瞬間、みんなと涙を流して
喜びを分かち合えた」と続けます。顧問の森野好

よしみ

美
先生は「練習から本番まで、たくさんの人たちの支
えがあった。みんなでつかんだゴールドなので、感
謝の気持ちでいっぱい」とほほ笑みます。
　「あいさつや礼儀を大切にすることは、美しい音
づくりにつながる」と語る森野先生。部員の皆さん
は、日頃から自分自身や友達、物を大切にすること
を心掛けているそうです。清水さんは「代々大切に
してきた思いを、今度は後輩に引き継ぐ番。これか
らも、爽やかなハーモニーを奏で続けてほしい」と
思いを語りました。

内子中学校吹奏楽部

さわやかハーモニーで金賞受賞



HEARTFUL UTIA

事務局　内子分庁３階
☎ ０８９３（４４）２１１４
fax０８９３（４４）６１３７
　 http://utia.jp/

UTIA Uchiko  Town  International  Association

内子町国際交流協会の情報誌「ゆうてぃあ」
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　当協会のＰＲ活動の一環で11月3日、小田地域
の「小田の郷ふるさとまつり」、大瀬地域の「大瀬
農業祭柿まつり」に参加しました。
　ドレーンさんやキリアンさん、サマンサさんと
一緒にドイツやアイルランドの文化などを紹介し
た他、「英語であそぼう」などの活動の紹介や無料
のフェイスペイントをしました。柿まつりでは柿
のペイントが人気で、ふるさとまつりではクロー
バーや果物が人気でした。たくさんの子どもたち
が遊びに来てくれて、喜ぶ顔が見られてよかった
です。協会のブースに来てくれた皆さん、ありが
とうございました。

　10月26日、六日市自治会館でハロウィンの「英
語であそぼう」を行い、16人の子どもたちが参加
しました。人気だったのはトイレットペーパーを
体に巻き付ける「ミイラレース」。参加したＡＬＴ
の先生などが英語で声を掛け、自然と英語に親し
む機会になりました。小学2年生の窪田京

きょうすけ

佑くん
は「初めて参加したけれど、とても楽しかった」
と笑顔で話してくれました。
　「英語であそぼう」は１月からも開催します。バ
レンタインやイースターなどを、英語と一緒に楽
しみましょう。
【１月からの参加者募集中】
●対象　町内の小学生（１年生～６年生）
●参加費　１回500円

●募集人数　各回30人程度
●申込方法　各回の申込期限までに電話またはメー
　ルでお申し込みの上、名前、住所、連絡先をお知
　らせください。

テーマ 開催日時 場所 申込期限

冬の遊び １月18日（土）午前10時～ 11時30分 内子自治センター １月14日（火）

バレンタイン ２月16日（日）午前10時～ 11時30分 五十崎自治センター ２月10日（月）

イースター ３月 15日（日）午前10時～ 11時30分 小田自治センター ３月 10日（火）

地域の文化祭でＥｎｊｏｙ！

「英語であそぼう」でＬｅｔ’s ｈａｖｅ ｆｕｎ！

ハロウィンの「英語であそぼう」、楽しかったよー

たくさんのほっぺに絵を描かせてくれてありがとう

　

図
書
館

　へ
行
こ
う

広報うちこ   2019. 12 26

●
読
書
感
想
文
入
賞
者
を
発
表

　
読
書
週
間
の
記
念
行
事
と
し

て
募
集
し
た「
第
14
回
内
子
町

読
書
感
想
文
」に
64
点
の
応
募

が
あ
り
、
下
表
の
皆
さ
ん
が
入

賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
入
賞
作
品
は
後
日
、

「
読
書
感
想
文
集
」
に
ま
と
め
、

図
書
情
報
館
で
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
入
賞
者
の
表
彰
式
は
11
月
14

日
、「
第
45
回
内
子
町
読
書
活

動
研
究
集
会
」で
行
い
ま
し
た
。

入
賞
者
を
代
表
し
て
、
小
学
校

中
学
年
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
内
子
小
学
校
４
年
生
の

今
宮
跳と

う
ま真

さ
ん
が
読
書
感
想
文

を
発
表
し
ま
し
た
。

●
12
月
企
画
展
の
ご
案
内

《
郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
⑧
》

▽
髙
畑
誠
一
の
軌
跡
を
辿
る

※
12
月
10
日
か
ら
展
示
し
ま
す
。

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

　12
月
７
日

　ゆ
り
か
ご

　
　
　14
日

　む
し
こ
ま
ど

　
　
　21
日

　む
し
こ
ま
ど

  

文
学
講
座

▽
日
時

　12
月
14
日（
土
）

　
　
　
　午
前
10
時
〜

▽
内
容

　「意
外
に
面
白
い
！

　

　今
昔
物
語
集
」

▽
講
師

　村
山
洋よ

う
こ子

さ
ん

内子町図書情報館

〒７９１-３３０１
内子町内子３４２７番地
 ☎０８９３（４４）４１９８
　http://www.town.uchiko.
ehime.jp/library/
開館時間：　
午前９時30分～午後６時
休館日：月曜日・月末整理日・
年末年始

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

「作家」と「魔女」の集まっちゃっ
た思い出　　　　 角野栄子／著

喜びだけでなく、悲しみも人に力を
与えてくれる。みんな私を作った思
い出……。国民的人気作『魔女の宅
急便』を生み出した著者のエッセイ集

こども六法
山崎聡一郎／作

法律はみんなを守るためにある。知っ
ていれば大人に悩みを伝えて、解決す
るのに役立つよ。盾となる法律につい
て、イラストとやわらかい言葉で解説

ハート ドリブン 目に見えないもの
を大切にする力　  塩田元規／著

売上高281億円の企業、アカツキの
社長が初めて明かす独自の哲学。ど
のように感情と向き合いながら、会
社を成長させてきたのかをつづる

みかん、好き？
魚住直子／作

ひなたは拓海の祖父が作るみかんに
感動して、東京から瀬戸内海の島ま
でやってきた。祖父と仲良くなり、一
緒にみかんを育てることになって……

部門 最優秀賞 優秀賞 佳作 佳作
小学校
低学年

片山　心結
（天神小２年）

阿部　真也
（石畳小１年）

大程あさひ
（大瀬小１年）

松根　椿紗
（内子小１年）

小学校
中学年

今宮　跳真
（内子小４年）

尾崎　媛香
（天神小３年）

上西　真誠
（立川小３年）

源田　一花
（小田小４年）

小学校
高学年

和氣　典汰
（五十崎小5年）

山下　楓葉
（小田小５年）

二宮　聖稀
（内子小６年）

柴田　陽菜
（立川小６年）

中学校 清水　未来
（内子中３年）

武知　里紗
（内子中３年）

松森　羽菜
（小田中３年）

山本　乃愛
（五十崎中３年）

高　校
一　般

和氣　麻裕
（内子高1年）

清水　雛乃
（小田高２年）

松本　栞奈
（小田高１年）

船本　優依
（小田高３年）

第14回内子町読書感想文の入賞者の皆さん（敬称略）

表彰式に参加した受賞者の皆さん
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●
場
所
　
内
子
町
共
生
館

●
会
費
　
１
０
０
０
円（
当
日
、
受

　
付
で
集
金
し
ま
す
）

●
申
込
方
法 

　
電
話
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
12
月
13
日（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
庶
務
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
０

　
２
０
２
０
年
の
新
春
を
と
も
に
喜

ぶ
年
賀
交
歓
会
を
開
催
し
ま
す
。
町

内
に
住
む
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人

は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
地
酒
を
提
供
し
ま
す
の
で
、
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
２
年
１
月
６
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
11
時
〜

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
一
堂
で

「
年
賀
交
歓
会
」
の
ご
案
内

　

コラム＊ねんきん瓦版

《口座振替の早割・前納なら保険料を割引》
　国民年金保険料の納付期限は翌月末ですが、先
に口座振替などで支払う「早割」や「前納」をする
ことで、保険料が割引されます。

《口座振替の手続き方法》
　口座振替を行う口座がある金融機関で、手続きが
できます。「口座振替申出書」に必要事項を記入の
上、金融機関の届出印を押して提出してください。

※「前納」は納付書払いもできます。詳しくは年金
　事務所にお問い合わせください。

【問い合わせ】
〇松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５
〇住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

「早割」なら毎月50円のお得
国民年金保険料は便利な口座振替で

■申込期限と元年度の割引額

種　類
1カ月「早割」 ６カ月「前納」 １年「前納」 ２年「前納」

保険料額 （割引額） 保険料額 （割引額） 保険料額 （割引額） 保険料額 （割引額）

口座振替 16,360円 （50円） 97,340円 （1,120円） 192,790円 （4,130円） 379,640円 （15,760円）

申込期限 随時提出可能
（上期）２月末日

２月末日
（下期）８月末日

引落日 当月末日
（上期）４月末日

４月末日
（下期）10月末日

●
対
象
　
農
林
業
を
営
む
全
て
の
世

　
帯（
集
落
営
農
含
む
）お
よ
び
法
人

●
調
査
内
容
　
県
知
事
か
ら
任
命
さ

　
れ
た
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。
経

　
営
状
況
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査

　
を
行
い
、
一
定
規
模
以
上
の
経
営

　
を
営
む
場
合
は
、
調
査
票
へ
の
回

　
答
も
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
顔
写
真
付
き
の
調
査
員

　
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
不
安
を

　
感
じ
た
場
合
は
係
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
政
策
調
整
班
　
統
計
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

　
農
林
水
産
省
が
全
国
を
一
斉
に
調

査
す
る「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
国

の
農
林
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
、「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」と

も
い
わ
れ
ま
す
。
農
林
業
施
策
の
立

案
な
ど
に
役
立
て
る
た
め
、
５
年
ご

と
に
行
う
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
12
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で

い
る
世
帯
や
組
織
へ
調
査
員
が
訪
問

し
ま
す
。
調
査
で
得
た
情
報
は
統
計

以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
調
査
期
間
　
12
月
15
日
〜
２
年
２

　
月
28
日

農
林
業
施
策
の
た
め
の
大
切
な
調
査

「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

※引落日が土・日・祝日の場合は、翌営業日に引き落とされます。

11月号に掲載した決算報告の詳細をホームページで公表したのでご覧ください。
　https://www.town.uchiko.ehime.jp/soshiki/1/kessan.html

お知らせ

町からのお知らせ

広報うちこ   2019. 12 28

業務・施設／連絡先
12/26

（木）
27

（金）
28

（土）
29

（日）
30

（月）
31

（火）
１ / １

（水）
２

（木）
３

（金）
４

（土）
５

（日）
６

（月）

届け出などの受付業務（※注）
○住民課　☎０８９３（４４）６１５２
○小田支所　☎０８９２（５２）３１１１

休 休 休 休 休 休 休 休 休

出納業務（支払・収納）
会計課　☎０８９３（４４）６１５６ 休 休 休 休 休 休 休 休 休

町営バス・デマンドバス
総務課　☎０８９３（４４）６１５０ 休 休 休 休 休 休 定休

八日市・護国町並保存センター
☎０８９３（４４）５２１２ 休 休 休 休 休 休

内子座　
☎０８９３（４４）２８４０ 休 休 休 休 休

歴史民俗資料館　
☎０８９３（４４）５２２０ 休 休 休 休 休

木蝋資料館「上芳我邸」
☎０８９３（４４）２７７１ 休 休 休 休 休

町並駐車場
☎０８９３（４４）５３４７

文化交流ヴィラ「高橋邸」
☎０８９３（４４）２３５４ 休 休 休 休 休 休 休 休

五十崎凧博物館
☎０８９３（４４）５２００ 休 休 休 休 休 定休

内子町ビジターセンター「Ａ・ｒｕｎｚｅ」
☎０８９３（４４）３７９０ 定休 休 休 休 休 休 休

内子町図書情報館
☎０８９３（４４）４１９８

整理日 休 休 休 休 休 休 休 定休

内子町クリーンセンター
☎０８９３（４４）４５７４ 定休 休 休 休 休 定休

（※注）「死亡届」など急を要する事件は日直・宿直が受け付けます。（12月29日～１月3日は本庁のみ）
　　　なお、内子分庁での受け付け業務はしていません。

町の施設は12月28日（土）～１月５日（日）まで休みとなります。
ただし一部の施設は休みが異なりますので、ご注意ください。

年末年始の業務のお知らせ農
林
業
施
策
の
た
め
の
大
切
な
調
査

「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

無料開放

午後休



入園を希望する保護者は、期日までにお申し込
みください。在園している園児も、引き続き入園
を希望する場合は手続きが必要です。

　　
　　

《入園手続きなどについて》
●手続き方法　
▷希望する園に「入園申込書」「認定申請書」を、
　児童１人につき１枚、提出してください。
※石畳へき地保育園を除く保育園、認定こども園
　の保育園機能部分を利用する場合は「就労証明
　書」または就労状況確認書、申立書のいずれか
　が必要です。
●申込書の入手
　用紙は各受付場所にあります。内子町のホーム
　ページからもダウンロードできます。
　 https://www.town.uchiko.ehime.jp/soshiki/6/
　2hoikuenboshu.html
●受付場所　
▷幼稚園　各幼稚園
▷保育園・認定こども園　各保育園、保健福祉課、
　内子総合窓口センター（内子分庁内）、小田支所
●申込期限　12月20日（金）
《入園資格などについて》
●入園資格
▷保育園・認定こども園（保育園機能部分）
　就労や求職、出産、病気などの事情で保護者が
　保育できないこと
※石畳へき地保育園は、保護者が地区内に住居し
　ている場合のみ入園可。
▷幼稚園・認定こども園（幼稚園機能部分）
　平成26年４月２日から29年４月１日生まれの子
●対象区域
▷内子幼稚園・立川幼稚園　内子地区または五十
　崎地区に在住する児童
▷小田幼稚園　小田地区に在住する児童
●その他　民営の保育園も、入園の手続き、保育
　料の決定・徴収は内子町が行います。
※詳細は内子町のホームページでご確認ください。

【問い合わせ】
◎保育園・認定こども園
保健福祉課　児童福祉係　
☎０８９３（４４）６１５４
◎幼稚園
内子町教育委員会（内子分庁内）
学校教育課　発達支援センター　
☎０８９３（２３）９２５５

《各園の定員と開園時間》

●募集保育園／定員／開園時間
募集保育園 定員 開園時間

 内子保育園 80人  午前７時～午後７時
 五城保育園 60人  午前７時30分

 ～午後６時30分 大瀬保育園 50人
 くるみ保育園 80人  午前７時～午後６時
 石畳へき地保育園 30人  午前８時～午後４時

保育園

●募集園／定員／開園時間

※幼保連携型認定こども園（仮）は、こばと保育園と五十
　崎幼稚園が統合し、現在の場所で運営します。　

募集園 定員 開園時間
 幼保連携型認定
 こども園（仮） 130人  午前７時30分

 ～午後６時30分

認定こども園

●募集幼稚園と対象区域
募集幼稚園 定員 開園時間

 内子幼稚園 140人
 午前８時 ～午後２時 立川幼稚園

70人
 小田幼稚園

幼稚園

　令和２年度の保育園・幼稚園
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レ
ン
フ
ィ
ル
ム
／
③
そ
の
他

●
注
意
事
項

▽
回
収
時
に
口
頭
で
確
認
す
る
の
で
、

　
あ
ら
か
じ
め
運
搬
す
る
廃
棄
物
の

　
種
類
と
量
、
購
入
元
を
確
認
し
て

　
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
運
搬
す
る
車
両
に「
廃
棄
物
収
集

　
車
」と
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課
　
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

　
不
要
に
な
っ
た
農
業
用
の
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
な
ど
を
回
収
し
ま
す
。
搬

出
物
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
の
で
、

適
正
な
処
分
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
回
収
日
　
12
月
17
日（
火
）午
前
８

　
時
30
分
～
11
時
30
分

●
回
収
場
所
　
愛
媛
た
い
き
農
協
五

　
十
崎
支
所
駐
車
場

●
搬
出
方
法
　
１
し
め
当
た
り
10
～

　
15
㌔
程
度
と
し
、
次
の
３
種
類
に

　
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
／
②
ポ
リ
エ
チ

内
子
・
五
十
崎
地
区
の
農
家
の
皆
さ
ん
へ

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収
し
ま
す

※
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
な
ど
、

　
生
活
保
護
世
帯
に
準
ず
る
程
度
に

　
困
窮
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

　
た
だ
し
、
申
請
し
て
も
認
定
さ
れ

　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
方
法
　
お
子
さ
ん
が
在
学
、

　
ま
た
は
入
学
す
る
学
校
に
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

◎
お
子
さ
ん
が
在
学（
入
学
）す
る
学
校

◎
学
校
教
育
課
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
２
３
）
９
２
５
５

　
経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も
を
小

学
校
や
中
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
が

困
難
な
保
護
者
に
対
し
、
給
食
費
や

学
用
品
費
な
ど
学
校
生
活
で
必
要
な

経
費
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

　
２
年
度
の
小
・
中
学
校
入
学
予
定

者
が
、
入
学
に
必
要
な「
新
入
学
学

用
品
費
」
に
つ
い
て
は
、
３
月
に
支

給
が
可
能
で
す
。
希
望
す
る
人
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
経
済
的
理
由
で
困
っ
て
い

　
る
保
護
者
で
、
教
育
委
員
会
が
援

　
助
を
必
要
と
認
め
る
人

学
校
生
活
を
支
援
す
る「
就
学
援
助
制
度
」

　かつて内子に繁栄をもたらした木蠟の原料・
櫨
はぜ

を使って、櫨
はじぞめ

染のストールを作ります。
　櫨と木蠟の歴史を学びながら、古くから「富
と幸せをもたらす」と愛されてきた色を染め出
してみませんか。
●日時　２年１月19日（日）午前10時～正午
●場所　木蝋資料館上芳我邸
●参加費　
▷綿ストール　4,000円
▷ウールストール　5,000円
●定員　６人
※先着順です。電話でお申し込みください。
【申込・問い合わせ】
八日市・護国町並保存センター
☎０８９３（４４）５２１２

上_櫨染の材料は調達が難
しいため、貴重な体験。８

月の会では「きれいに染ま
る」と好評だった　下_出
来上がった櫨染のストール
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※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　https://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/

　h12110/m
ajim

elogo.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
ま
じ
め
課
　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
室

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
２
８
０

　　
愛
媛
県
大
洲
庁
舎
の
建
替
え
の
た

め
、
２
年
１
月
14
日
か
ら
仮
庁
舎
で

業
務
を
行
い
ま
す
。

●
仮
庁
舎
で
の
業
務
期
間
　
２
年
１

　
月
14
日（
火
）〜
３
年
７
月（
予
定
）

●
移
転
先

　旧
Ｄ
Ｃ
Ｍ
ダ
イ
キ
大
洲

　
店（
大
洲
市
東
大
洲
１
７
４
番
地
）

【
問
い
合
わ
せ
】

大
洲
土
木
事
務
所

☎
０
８
９
３
（
２
４
）５
１
２
１

　
（公財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
、
８
カ
国
・

10
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
日
程
　
２
年
３
月
25
日
（
水
）〜

　
４
月
５
日（
日
）の
内
、６
〜
11
日
間

●
対
象
　
小
学
３
年
〜
高
校
３
年
ま

　
で
の
人

●
内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
英
語
研

　
修
、
文
化
交
流
な
ど

●
定
員
　
10
〜
20
人

●
参
加
費
　
24
万
８
０
０
０
円
〜

　
49
万
９
０
０
０
円
ま
で

●
申
込
期
限
　
２
年
１
月
31
日（
金
）

※
詳
し
く
は
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　http://w
w

w
.kskk.or.jp

【
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
】

（公財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

　
放
送
大
学
で
は
、２
年
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
、

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
な
ど

の
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
べ

ま
す
。

※
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
配
布
し
ま

　
す
。
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
出
願
期
限
　
２
年
３
月
17
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
】

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（
９
２
３
）
８
５
４
４

　
ま
じ
め
え
ひ
め
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

無
償
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
使
用
す
る
場
合
は
事
前
に
申

請
が
必
要
で
す
。

　
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者
が
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
な
ど
を
運
転
手
つ
き
で
提
供
す

る
の
は
、
白
バ
ス
と
呼
ば
れ
る
法
律

に
違
反
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
違
法
な
白
バ
ス
を
利
用
し
て
事
故

に
あ
っ
た
場
合
、
適
切
な
損
害
賠
償

が
な
さ
れ
ず
、
損
害
額
を
利
用
者
が

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
運
転
手
つ
き
バ
ス
の
手

配
は
、
許
可
を
受
け
た
バ
ス
会
社
で

行
い
、
緑
ナ
ン
バ
ー
が
つ
い
た
バ
ス
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

四
国
運
輸
局
愛
媛
運
輸
支
局

☎
０
８
９
（
９
５
６
）
１
５
６
３

愛
媛
県
大
洲
庁
舎
は

仮
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す

世
界
中
に
友
達
を
つ
く
ろ
う

「
春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
」

自
宅
で
学
べ
る
放
送
大
学

新
規
入
学
生
を
募
集

＼使用できるロゴマークは２種類／

　「いちげ♨温泉」は内子町でデザイ
ナーとして活躍している市毛友

ゆういちろう

一郎
さんを中心とした作家集団です。内
子町をデザインやイラスト、マンガな
どで表現した作品を展示します。
●期間　12月15日（日）～25日（水）
●時間　午前９時～午後４時30分
●場所　内子町ビジターセンター
●入場料　無料
●後援　内子町
【問い合わせ】
メルカドデザイン（市毛）
☎０９０（６４９８）１５８９

運
転
手
つ
き
バ
ス
の
手
配
は

適
正
な
バ
ス
会
社
を
利
用

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
て

「
ま
じ
め
え
ひ
め
」
を
Ｐ
Ｒ

右：まじめみきゃん
左：愛媛県統一コンセプトロゴマーク
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くらしの情報

ク
リ
ス
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□
給
油
は
火
を
消
し
て
行
う

□
給
油
キ
ャ
ッ
プ
は
し
っ
か
り
締
め
る

□
就
寝
時
や
外
出
時
は
︑
暖
房
器
具

　
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る

□
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
近

　
く
で
洗
濯
物
を
乾
か
さ
な
い

□�

壁
や
カ
ー
テ
ン
︑
燃
え
や
す
い
も
の

の
近
く
で
暖
房
器
具
を
使
用
し
な

い
【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

Merry Christmas 

●
場
所
　
う
ち
こ
福
祉
館

●
参
加
料
　
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

　「
障
が
い
者
芸
術
文
化
祭
〜
愛え

が
お顔

ひ

ろ
が
る
え
ひ
め
の
障
が
い
者
ア
ー
ト

展
〜
」
を
行
い
ま
す
。
県
内
に
住
む

障
が
い
の
あ
る
人
が
制
作
し
た
、
絵

画
や
書
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

●
開
催
期
間
　
12
月
５
日（
木
）〜

　
14
日（
土
）

●
開
館
時
間
　
午
前
９
時
40
分
〜
午

　
後
６
時（
入
場
は
午
後
５
時
30
分
）

●
場
所
　
愛
媛
県
美
術
館（
松
山
市
）

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
障
が
い
福
祉
課
　
障
が
い
支

援
係

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
４
２
４

　

　
　12
月
４
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す
。

松
山
地
方
法
務
局
と
愛
媛
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、「
み
ん
な
で
築

こ
う
人
権
の
世
紀
〜
考
え
よ
う
相
手

の
気
持
ち
／
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
違

い
を
認
め
合
う
心
〜
」を
重
点
目
標

に
、
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
人
権
意
識
を
高

め
、
個
々
の
違
い
を
認
め
合
う
心
を

育
て
ま
し
ょ
う
。

　
人
権
問
題
で
悩
み
が
あ
る
人
は
、

「
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
」
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】

松
山
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

☎
０
８
９
（
９
３
２
）
０
８
８
８

　
寒
く
な
る
と
暖
房
器
具
に
よ
る
火

災
や
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
本
格

的
な
冬
が
始
ま
る
前
に
、
安
全
な
使

い
方
が
で
き
て
い
る
か
次
の
チ
ェ
ッ

　●
日
時
　
12
月
19
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
7
時
〜

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ
　「
今
す
ぐ
実
践『
コ
ミ
ュ

　
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
』を
磨
い
て
円

　
滑
な
人
間
関
係
を
」

●
講
師
　
園
田
雅ま

さ
え江
さ
ん（
愛
媛
大

　
学
　
准
教
授
）　

●
内
容
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
人

　
間
関
係
の
潤
滑
油
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　
プ
な
ど
で
、そ
の
能
力
を
磨
く

●
対
象
　
高
校
生
以
上

●
受
講
料
　
５
０
０
円（
高
校
生
は

　
無
料
）

●
主
催
　
愛
媛
大
学
社
会
共
創
学
部
他

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
　自
治
・
学
習
課

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時
　
２
年
１
月
６
日（
月
）　

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

し

催文
化
講
座「
気
軽
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
in
内
子
」

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

豊
か
な
感
性
に
触
れ
て
み
て

「
障
が
い
者
芸
術
文
化
祭
」

●開催日　12月24日（火）
●打ち上げ開始　午後８時～
※雨天時は25日（水）
●場所　豊秋河原
【主催・問い合わせ】
五十崎商工会連盟（担当・亀岡）
☎０９０（８６９７）０７７０

知

ら

せ

お悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
で

「
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
」

運
転
手
つ
き
バ
ス
の
手
配
は

適
正
な
バ
ス
会
社
を
利
用

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
て

「
ま
じ
め
え
ひ
め
」
を
Ｐ
Ｒ

冬
場
の
必
需
品「
暖
房
器
具
」

安
全
な
使
い
方
を
再
確
認

▶ 

展
覧
会
の
チ
ラ
シ
︒
約
２
７
０
点
　

の
ア
ー
ト
作
品
を
展
示

クリスマスイブの夜は
「いかざき冬花火」を楽しもう



人のうごき

曜日 病院名 電話番号
月・火 市立大洲病院 0893（24）2151
水 加戸病院 0893（44）5500

木
日中：大洲記念病院 0893（25）2022
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

金・土 大洲中央病院 0893（24）4551

日
日中：大洲中央病院 0893（24）4551
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

●救急病院

（敬称略／ 10月６日～ 11月５日届出分）
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日時：16（木）・30（木）の午前10時～午後３時30分
場所：内子自治センター　※相談は予約制です。
予約・問い合わせ：松山西年金事務所
　　　　　　　　　☎089（925）5110

●年金１日相談

日時：７（火）の午前９時30分～正午
場所：町民会館／内子分庁／林業センター
問い合わせ：総務課　☎0893（44）6150

●行政相談

日時：７（火）の午前９時30分～正午
場所：内子分庁
※心配ごと相談は予約制です。前日までに電話でお申
　し込みください。
問い合わせ：内子町社会福祉協議会　☎0893（44）3820

●心配ごと相談

月の相談日・救急当番医1

日 医院名 電話番号
１（水）亀井小児科（大洲市） 0893（24）3757

２（木）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199

３（金）おおむら小児科（内子町） 0893（44）7117

５（日）守口小児科（八幡浜市） 0894（24）7770

12（日）大洲ななほしクリニック 0893（25）7710

13（月）山下小児科（西予市） 0894（62）6801

19（日）ごとう小児科（大洲市） 0893（23）0510

26（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199

●小児在宅当番医

岩井　民子（91）内子２

越智　高明（92）内子８

曽根　和子（69）内子10

矢野比佐司（77）内子11

川本　道義（89）宿茂
堺　　健征（72）北深
仲岡　　宏（81）本町２

中塚キヨ子（64）本町２

玉川市太郎（92）池田
二宮　利明（76）上町

●おくやみ

♣高松　弥
み や

也　　　　　内子13

♥藤谷　陽
ひ な

菜　　　　　内子13

♥鷹野　友
ゆ め

愛　　　　　田中

♣山田　佑
ゆうしん

心　　　　　石畳９

♥松本　莉
り ほ

穂　　　　　平野

●うぶごえ ―♣男の子 ♥女の子―

克明
渚
陽平
直子
友紀
静穂
史郎
麻里子
亘
佐英子

北福　幸雄（91）新川町
久保マスヨ（99）八代
木下　節美（75）平野
中田やよい（69）岡第２

宮岡ミチ子（90）上宿間
智葉　定夫（75）田ノ口
大塚　雅教（85）宮原
上田　文榮（98）小田下
中窪　勝則（72）大平
山田　正春（92）吉野川

●まごころ銀行　　皆様から寄付をいただきました。心から
　お礼申し上げます。　　　　　　　内子町社会福祉協議会

河﨑　　司様（内子５）
曽根　三代様（内子10）
仲岡　康典様（本町2）

池田　一義様（河内5）
北福　章弘様（新川町）

●まちの人口
　（元年 11月１日現在／（　）内は前月比）

・人口　16,400人　（△ 24）
　　　　　　　男性　7,886人（△ 13）
　　　　　　　女性　8,514人（△ 11）

・世帯数　　 7,120戸（△1）

　寺尾　　進
　藤井　莉咲
　山内　大輔
　菅井　香波

●たかさご

診療科目 診療時間

内科
○昼間：午前９時～午後６時（日曜・祝日）
○夜間：午後８時～ 11時（平日、土・日曜日）

●大洲喜多休日夜間急患センター    ☎0893（23）1156

※大洲喜多休日夜間急患センターの年
　末年始（12月 30日～１月３日）は
　午前９時～午後６時です。

お元気ですか
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冬場の風呂で多発、危険なヒートショックを予防しよう

●温度の急な変化が原因
　ヒートショックとは温度差によって血圧の急激
な上下変動が起こり、体に悪影響を与えることを
いいます。心筋梗塞や脳梗塞など、命に関わる病
気を引き起こすので注意が必要です。
●風呂場やトイレで起こりやすい
　入浴時や、布団の中から出てトイレに行くとき
など、寒い場所と暖かい場所の温度差が大きくな
ると起こりやすくなります。失神を起こし、転倒
して頭を打ったり、浴槽内で溺れたりする危険性

があります。
●高齢者や持病のある人は要注意
　ヒートショックを起こしやすいのは、高齢者や
心臓に持病がある人、高血圧の人などです。高齢
や持病によって血管がもろくなっていると、血圧
の変動による影響を受けやすくなります。
　ヒートショックを起こさないためには、家族や
周りの人、みんなで予防する意識を持つことが大
切です。入浴時は次の８つのポイントに注意して、
これからの寒い冬を安全に過ごしましょう。

※日本気象協会では、市町村別の「ヒートショック予報」をホームページで毎日掲載しています。
　危険度を把握する指標として、日々の参考にしてください。　　https://tenki.jp/heatshock/

ヒートショックを予防する８つのポイント

月の健康カレンダー1

●母子保健
日 受付時間 場所 対象

16（木）午後１時
～１時15分

内子保健
センター

平成31年４月、令
和元年５月生まれ

乳児健康診査

日 実施時間 場所 対象

15（水）午前９時30分
～正午

内子保健
センター

令和元年８月生
まれ

離乳食教室

【問い合わせ】
内子町保健センター
☎０８９３（４４）６１５５

日 受付時間 場所 対象

９（木）午前９時30分
～ 10時30分 小田保健センター

乳幼児10（金）午前９時30分
～ 11時

五十崎保健センター

14（火） 内子保健センター

育児相談

日 受付時間 場所 対象

23（木）午前９時30分
～ 10時

内子保健
センター

平成 29年10月・
11月生まれ

２歳Ｃｏｍｅかむ教室（むし歯予防教室）

　　　　入浴前に
脱衣所や浴室を温
める

POINT１

　　　　入浴中は
ゆっくり動く
POINT５

　　　　湯船の温
度は41度以下に
する

POINT２

　　　　入浴の前
後に、水分補給を
する

POINT６

　　　　湯船に入
る前に、かけ湯を
する

POINT３

　　　　入浴の前
後に、家族に一言
声を掛ける

POINT７

　　　　湯船に漬
かる時間は 10分
以内にする

POINT４

　　　　食事や飲
酒の直後は入浴を
控える

POINT８

お風呂入ります



広
報
う
ち
こ
は
環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン

キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

読
み
終
え
た
ら
綴 とじ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
ま
た
お
役
に
立
つ
と
き
が
あ
り
ま
す
。

編
集
：
広
報
う
ち
こ
編
集
委
員
会

町内無線放送が聞き取れなかった
場合はお電話ください。

通話料無料の
フリーダイヤル
☎０１２０（４４）２１３０

編
集

　

 

記
幸

武智　壽
ひ さ お

夫さん、秋山　登
と き こ

紀子さん（武工房）＝城廻＝

大仕事に最高の技術で応える職人
大嘗宮で使用された竹箱を共同制作

◎町並保存地区にある工房で作業をする２人。手にしているのが納品した竹箱

　
竹
細
工
職
人
の
武
智
さ
ん
と
秋
山
さ
ん
。
皇

位
継
承
に
伴
う
重
要
祭
祀「
大
嘗
祭
」
で
使
わ

れ
る
竹
箱
を
、
宮
内
庁
に
納
品
し
ま
し
た
。

　
武
智
さ
ん
は
58
歳
で
仕
事
を
辞
め
、
京
都
伝

統
工
芸
大
学
校
で
竹
工
芸
を
学
び
ま
し
た
。
秋

山
さ
ん
は
同
大
学
の
１
年
後
輩
で
、
４
年
前
か

ら
武
智
さ
ん
の
工
房
で
働
い
て
い
ま
す
。
以
前

は
東
北
地
方
の
職
人
が
納
品
し
て
い
ま
し
た

が
、
作
れ
る
人
が
い
な
く
な
り
、
宮
城
県
で
修

行
し
て
い
た
秋
山
さ
ん
に
白
羽
の
矢
が
立
ち

ま
し
た
。
秋
山
さ
ん
は「
私
は
細
い
竹
で
ザ
ル

を
作
る
の
が
専
門
。
箱
物
は
作
ら
な
い
。
武
智

さ
ん
が
い
る
か
ら
作
れ
た
」と
言
う
と
、
武
智

さ
ん
は「
高
い
技
術
の
い
る
仕
事
だ
っ
た
。
二

人
の
得
意
分
野
で
初
め
て
共
同
し
た
が
、
試
行

錯
誤
の
繰
り
返
し
。
何
度
も
編
み
直
し
て
、
６

つ
の
箱
を
作
る
の
に
３
カ
月
掛
か
っ
た
。
間
に

合
っ
て
よ
か
っ
た
」と
頬
を
緩
め
ま
す
。

　「
い
い
機
会
を
い
た
だ
き
、
互
い
の
技
術
向

上
に
つ
な
が
っ
た
」
と
２
人
。
普
段
、
武
智
さ

ん
は
真
竹
専
門
で
、
秋
山
さ
ん
が
使
う
細
い
苦

竹
は
使
い
ま
せ
ん
。「
質
感
が
違
い
、
い
ろ
い
ろ

な
発
想
が
浮
か
ん
だ
。
内
子
の
苦
竹
は
良
質
な

の
で
新
し
い
作
品
に
挑
戦
し
た
い
」と
武
智
さ

ん
。
秋
山
さ
ん
は「
武
智
さ
ん
は
研
究
熱
心
で
、

そ
の
姿
に
感
心
す
る
」と
に
っ
こ
り
。
今
後
も

共
同
で
作
品
作
り
を
す
る
か
尋
ね
る
と「
も
う

無
い
か
も
」と
声
を
そ
ろ
え
て
笑
い
ま
し
た
。
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住
人
十
色

第 

125 

回

▽
小
田
高
校
の
取
材
は
楽
し

か
っ
た
で
す
。
黒
板
ア
ー
ト

や
生
徒
全
員
の
写
真
撮
影
な

ど
、
無
理
な
お
願
い
に
全
面

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
も
明
る
く
素

直
で
、
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
40
歳
越
え
の
お
じ
さ
ん

が
高
校
生
に
何
度
も
泣
か
さ

れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た（
裕
）

▽
11
月
は
、
文
化
や
芸
術
に

関
す
る
行
事
が
め
じ
ろ
押
し

で
し
た
。
取
材
を
通
し
て
文

化
の
秋
に
浸
っ
て
い
る
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
12
月
。
忘

年
会
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
で
す
。

食
べ
て
飲
ん
で
パ
ー
ッ
と

や
っ
て
、
新
年
を
気
持
ち
よ

く
迎
え
た
い
も
の
で
す（
航
）
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